Effect of X-rays and the other treatments on the germination and growth of seeds in Bambusa arundinacea and Phyllostachys edulis and on the crossing experiment of Phyllostachys (Regenerationbamboo) and three general including four species by 上田, 弘一郎 et al.
Title
タケ類の育種学的研究 : Bambusa arundinacea および
Phyllostachys edulis のX-線, その他の処理が種子の発芽と
生長におよぼす影響ならびにマダケ (再生竹) ほか3属4種
の交雑について
Author(s)上田, 弘一郎; 吉川, 勝好; 稲森, 幸雄








タ ケ 類 の 育 種 学 的 研 究
BambusaarundinaceaおよびPhyllostachysedulisの
X一 線 その他 の処理が種 子の発芽 と生長 にお よぼす影響 な
らびにマダケ(再 生竹)ほ か3属4種 の交雑について
上 田弘一一郎.吉 川 勝 好.稲 森 幸 雄
Koichiro UEDA, Katsuyoshi YOSHIKAWA and Yukio INAMORI 
            Studies on the breeding of Bamboos.
Effect of X-rays and the other treatments on the germination 
and growth of seeds in Bambusa arundinacea and Phyllostachys edulis 
and on the crossing experiment of Phyllostachys (Regeneration-
bamboo) and three general including four species
目 次
1ま え が き107
2材 料 な らびに 方 法108
3実 験 結 果111
(A)Bambusaarundinacea・・・・・・・・・・…111
(1)種 子 の 大 き さ111
(2)乾 燥 種 子 のX一線 処 理m
(a)種 子 の 発芽111
(b)農 学 部 演 習 林 本 部試 験 地
に おけ る初 期 の 生 育調 査 …… …112
(の 上 賀茂 育 種試 験 地 に お け
る初 期 の 生 育 調査112
(d)農 学 部 構 内 制 御 温室 に おけ
る初期 の生 育 調 査114
(3)乾 燥 種 子 の コル ヒ チ ン処 理 … … …115
(4)乾 燥 種 子 の 温度 処 理116
(a)低 温処 理116
(b)低 温処 理後 高 温 処 理116
(5)各 地 に おけ る生 育 調査116
(8)鹿 児 島 大 学 農学 部 に お け る
生 育 調査11.6
(b)上 賀茂 育 種試 験 地 に お け る
生 育 調査122
(e)琉 球大 学 農 家政 工 学 部 に
お け る生 育 調査122
(B)モ ウ ソ ウチ ク種 子 のX一線,
コル ヒ チ ン処 理 お よび低 温処 理 … …126
(C)交 雑 試 験127
(D)マ ダ ケ(再 生 竹)お よび ヒ メシ
マ タ ケの花 粉 母細 胞 の 成 熟 分裂 … …128
4考 察130
5摘 要731
参 考 文 献132
Summary....................................133
1まxが き
Bambusaarundinaceaはタケ科 のなか のBambusa属 に属 し,そ の繁殖方 法については連軸型
(Sympodialtype)を 呈 し,籏 性(Clumpform)の形 をな してい る。お もに イソ ド地方 に分布 し,
また中華民 国に も分布 してい る。 染 色体 数については,今 までの タケ類の研 究 に よ る と6倍 体
(2n=72,JanakiAmmal,1938,2n-70.parthasarathy,1946)といわれてい る。竹幹の 肉が




有利な特性をいかし,不 利な トゲを除去する方法の一つとして,さ らに人為突然変異体の誘発を目的
とし,そ の乾燥種子のX一線処理を行ない,そ の後の種子の発芽状態,な らびy`X一線による直接的影
響について調査 した。また倍数体を育成する目的でコルヒチン処理を行ない,さ らに種子の発芽を促
進 させるために低温処理を行なった。処理 したダケの発芽体について初期の生育におよぼす影響を調
査 した。さらにこれ らのタケは冬期間,京 都地方では生育困難なため,琉 球大学農家政工学部,鹿 児
島大学農学部,京 都府立植物園,静 岡県伊東および上賀茂育種試験地に分散,栽 植管理を依頼 した。



























Bambusaarundinaceaの乾燥種 子に対す るX一 線処理は各 々200粒 宛,2kr～28krま で2kr毎 に照
射 した。 また発芽後,葉 数が3～4枚 に出葉,伸 長 した幼苗 に各 々20本 宛,0.5kr,1kr,1.5kr,3kr
お よび5krを 照射 した(距 離20cm,電 圧200kV,質 流19mA,フ ィル ターな し)。 照射後直 ちに播
種 箱 に1961年5月30日 に播種 した。子葉が約1cm伸 びた ところを発芽 とした。葉数 が3～4枚 に出
葉,伸 長 した ときに1本 宛,鉢(径10cm)に 移植 した。用土は砂:腐 葉土 を4:1と した。
桿長 の測 定は 第1図 に しめす とお り主幹を(1)と して分蘂 を始めた桿 か ら(2)(3)(4)の順序におのおの,
主幹 の先端{a}と 葉 の先端d)ま でを測定 し,照 射 区毎に桿 長の平均 を求めた。測 定は京都 大学 農学部演
習林本部試験地(1960年9月28日)上 賀茂育種試験地(1960年1G月12日)お よび京都大学 農学部構 内
制御温 室(30°C,1960年10月15日)において生育場所毎 に測定 した。 桿 の分蘂 数はおのおの照射 区
の分藥 総数 とその平均を求めた。葉数はおのおの桿 の平均 とおのおの照射 区の平均を求めた。 コル ヒ
チン処理は200粒 宛0.4%お よび0.2%の コル ヒチン水溶液中に48時 間浸漬 した。 その後充分に水洗 し
て播種 箱に播種 した。 さ らに他 の コル ヒチン法 として50粒 宛,シ ヤーレにて発芽 してか ら0.5cm～
1cmに 伸 びた幼芽を縦に 切断 して,そ の間に0.4%,お よび0.2%の コル ヒチン水溶液 を滴 下 した。
滴下は1日1回 宛3日 間行 ない,そ の後播種箱 に移植 した。温度処理は低温(5°C)に60日 間処理 し
た種子50粒 とさらに低 温処理 後恒温器60°Cに5時 間処理 した ものを播種箱 に播種 した。 これ らの処
理 に よって得 られ た幼 苗は 琉 球大学農家政工 学部(1961年1月16日),鹿 児島大学農学部(1960年10
月17日),京 都植物園(1960年10月25日)お よび上賀茂育種 試験地(1960年10月25日)に 分散移植 し,
その後 の生育調査を行な った。鹿児島大学農学部におけ る生育 調査は 浜田氏に依頼 して測定 した もの
であ る。1960年11月22日,鹿 児 島大学農学部林学科の温 室(冬 期暖房)に おのお の小鉢(径13cm)
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に1本 ずつ移植 した。 用土 は砂:腐 葉土 を4:1と した。1961年5月24日 に温 室内 よ り屋外 に出 し
た。桿長の測定は 第2図 の よ うに地際部 の付根か ら最上の附着葉の高 さを測定 した。
おの おの分葉 数の全桿長合計長(a+b+c+d)と 最大長径 を測定 し,そ のおのおのの照射区 の平
均を求 めた。桿 の分藥 数は1鉢 毎の分藁 数 と各照射区毎の平均を求 めた。葉数は1鉢 中の株(総 分藥
数)全 部の葉の枚数を調査 した。葉の長 さは1鉢 中の株全体 を平均 した もので,L(5.0～7.Ocm),
M(3.0～5.Ocm)お よびS(0.0～3.Ocm)の3区分 と した。葉色 と桿 色の程度を次の ご とくおのお
の6段 階に区分 した。
葉色 …A:緑 色,B:淡 緑色,C:黄 緑色,D:黄 色,E:黄 褐色,F:淡 黄色
桿 色…a:緑 色,b:淡 緑色,c:黄 緑色,d:黄 白色,e:黄 褐色,f:緑 褐色
京都植物園の温 室(平 均25°C)に 分散依頼 した ものは,1961年5月24日 に上賀茂育種試験地に持 ち
帰 ウ,鉢(径16.5cm)に 一本ずつ移植 し屋 外に 出 した。その後 の生育調査は鹿 児島大学農学部 で測定
した同方法で1961年6月7日 に測定 した。
琉 球大学農家 政工学部Y'分 散依頼 した ものについ ては林学科大 山保表教授に依頼 し,1961年6月1
日に前記 の方法 と同様に桿長 とその平均を測定 した。
モ ウ ソウチ ク種 子に対 す るX一 線処理は おのおの50粒 宛,10kr,15kr,20kr,25krおよび30krま
で照射 した(距 離20cm,電 圧200kV,電 流19mAフ ィルター1.OmmAl)。.照射後直 ちに播種箱に播種 し
--]
た(1961年1月210)。 コル ヒチン処理は種 」25粒 宛0.2%,0.4%の コルヒチ ン水溶液中 におのおの
24時 間お よび48時 間浸漬 した。 その後充 分水洗 して播種箱 に播種 した。 低湿 処理 は20粒,5°C電 気
冷蔵庫 に100日 間処理 し,そ の後 ガ ラス室内に て播種箱 に播種 した。 コル ヒチノ処理 したBambusa
ayundina.eaお よびモ ウソウチ クの気孔の測定は オー ドジ ャベル液 の方法に よ った。
交配は1960年6月10日 ～7月150の 間に上 賀茂育種試験地 の実験林 において開花 した マ ダケ(再 生
竹),ヒ メシマ タケ,タ イ ミンチ ク,ヤ ダケお よびス ズコナ リヒラ間の人為二 面交配を試 みた。交配花
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は 開花 前 日に丁寧 に除雄 し,翌 日午 前10時 か ら13時 までに授 粉 して,以 後採種す るまで硫酸 紙の袋 を
かけておいた。得 られた種 子は11月7日 に農学 部構 内の制 御温室(30°C)に て鉢(径1.7cm)内 に播
種 した。
マ ダケの再生竹お よび ヒメシマ タケの花 粉母細胞 における染色体 数の検定は酢酸 カー ミンに よるな
す りつけ法,あ るいは押 し潰 し法 によ った。
3実 験 結 果
InlBamubsaarundinacea
(1)種 子の大 きさ
Bambusaarundinaceaの種 子 大 きさは 第3図 に しめす よ うに頴果は楕1'1形(小 形)で,黄
褐色 を呈 してい るQ






(2)乾 燥 種 子 のX一 処 理
〔a}種 子 の 発 芽
種 子 の 発 芽 率 は 第4図 に しめ す とお り で あ る 。 発 芽 率 は 全 般 に 低 い 。2kr～14kr(29.5%～34.5%)
ま で はJ1.Z}i_の 増 加 に 殆 ん ど発 芽 に 影 響 が な い 。 し か し16kr(29.0%)から は 発 芽 率 は 低 く な り,13kr
(13%),20kr(6%)に至 っ て 急 激 に 低 下 し,28krで 発 芽 不 能 を しめ した 。 発 芽 の 遅 速 は2kr～8kr
までは対照区 と比べ て殆ん ど差が ないU発 芽 に要す る 日数は30°Cで10日 川 であ る。10kr～16krま で
はや や遅延 し,18kr～28krま では他の対射区お よび対照区 よ りも遅 く,不 規則に発芽 し,異 常 発芽
お よび奇型葉がみ られ た。 発 芽率 と生存率 は殆ん ど差がないv充 芽後秤 の分葉 数,程 長(平 均),葉
数(平 均)に つ いて,生 育場所 毎に初期 の生 でゴを調査 した結果は第2,32ミ に しめす とお りであ るQ
{d}農 学 部演習林本部1試験地 におけ る初期 の1_il調 査
本 部試験地 に生 育す る個体番1ナ1～5ま でにお いて,お のおのの照射区iこおけ る桿の分粟数(B-4,
2kr区 お よび13-5,4kr区 を除 く)は 平均 において,対 照区 と比較 して大差 がみ られ ないが,
B-12(18kr)は1.4で 対照区(2.6)お よびほかの照射 区(2.2～2.6)よ りもわずか に少 い よ うにみ
られ たJ響 長 において も同様 の傾向がみ られ たV葉 数において も人差は ない('1'aulc3参 照)。
幼 苗の形態に ついてB-12(18kr)区 にやや女委陸のf1」1i体が21b'di'J{1/Zし,小 型,縮 葉を呈 してい るり
葉色は 照射区お よび 対照区 とも全般 に淡緑 を呈 してい るが,B-.6(6kr)区 に3個 体,B---(16kr)
区 に1個 体,淡 黄 と淡緑 の縞がみ られ た(Fig.5参 照)Q
㈲ 一L賀茂 育種試験」也におけ る初期 の生育調査
上 賀茂試験地 に生育す る個体 番号6～25の 不Illの分藁 数お よび秤長a,bの 平均につ いては各照射区
とも大 差がない・ しか し刈'1照区 と比較 して,お ¢庸 刎 贈1区 の 加 二わずかに分藁数少 く,秤 ∫乏は小 さ
い よ うにみ られ た。 菓数は照射区 お 。Lび対照区 とも大 差は ない,う 柴色は殆ん ど淡緑であ るがB-6
(6kr)区 に白f2個 体,B-・10(]4kr)区 に黄.～・入 り1個 体,B-.11(16kr)に 自ふ入 り11固 体 が
出現 し.た。対照区において も,調 査 した112個 体の中に白ふ入 り3個 体,黄 ふ入 り13個 体,白 黄ふ入 り1
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{の 農学部構 内.」;9御温室 に二お1・ナる初期 の
生育`;}i1硫
農学 部構内1μ1御温室(30QC)〔 こ,生・1!する
20kr～26krの!1(モ 射区は 掃証亜1り1が異 為二るノこ
め他グ)照射区 と1・L較出メ(ないが,生 長が 他
の照 射区に比 べて非常 に遅 く,小 型化,縮
葉:化 とな る傾 向がみ られ る。葉色は殆ん ど
淡緑 色 であ るが,B-・24(22kr)区 にfi,
緑 のふ入 り2個 体がutldし たu… ・般に初川
生育 における地 」.二部の発育障害の粘1度は2
kr～16krま では対urn区 と殆ん ど 同 様 であ
るQし か し18krか らは個体に よって他の
照射 区お よび対照区 と比 較 して直接障'1【.;:に




(3)乾 燥種子 の コル ヒチ ン処理
Bambusaarundinacea玉;吃 燥種子 におけ る コル ヒチン処理 の発芽 率は0.2%区 は8%,0.4%区 は
2%で 対照区の発芽率(45%)に 比べて非常 に低 い。 これ らは種 子の浸漬時間が48時 間でやや長か っ
た よ うに思われ るQ



















0.4%処 理区 のなか で対照区(21.37～26.88μ)よ りも とくに気孔 の大 きい1個 体(B-15-2,30.97
±2.43μ)を 得 た。気孔 の分布数 もB-15-2は7.7で 対照区の分布数(8.8～12.9)よ りも少い。 これ
ら気孔 の大 きさ,分 布数な らびに形態上 の特徴か ら観察 しておそ らく高倍数体 か と思われ るが,さ ら
に諸形質 お よび染色休数につ いて調査中 である(Fig.6参 照)。
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(4)乾 燥種 子の温度 処理
{a)低 況 処理
Bambusaayundinaceaの低温処理に よる種了・の発芽率は51%で 対照区(44%)よ りも,や や
良好 である。 これ らは正常 に生育 してお り引ぎ続 ぎ観察中 である(Fig.8%`lln)。
OtseedSmtSRmhusaα γ14π6歪7τσr6α
{b[低 温 処理 後高温処理
Bambusaσ γ伽4加 硯oα の低1111{処珊 後,高 温処理 した種子の 発募率は30%で 対照区(42%)よ
りも低 い。 これ らは正常 に生育 してお り,引 続 ぎ観察中であ る(Fig.8h'照)。
(5)各 地 におけ る生育 調IL
(a)鹿 児 島大学農学 部におけ る生育調 疏1
鹿 児島人学 農学部}こおけ る 伽 励 ∫劔 γ槻4f,・照 σ の生育調査は 漁11氏 に側 肌 て徹 った,,そ(さ)1
の結果は第5衷 に しめす とお りであ る^鑛(ま)
不ll長につい てみ る と,お のお の照射区の全 程長 合計長の平均は40.3cm～65.4cmで,対 照区 の全秤
rA計 長の平均は58.Ocm～81.£3cmtXし め し,照 刎区の方が対照区 よ りもやや小 さい よ うにみ られ た,
しか しおのおの照射区 間の全 秤長合言i'長はX～ 線 の線 吊:の増1川に伴 ってその科長に影響がみ られ な く
一様 でない。 さ らにおのおの照刎区お よび対照区 のおのおの個体問iこおけ る不「1!長は非常に変異が大 き
く,X一 線 の直接 影響か,生 育状態 に よる ものか不 明であ る。 例えば16kr(13-11)で 全秤長合計長
117
は33.Ocm～115.Ocm,対照区(B-13,,B-16)は2乳qcm～115qc甲を しφ してい る 、(但し半枯
の個体は除外)。
分藁数はお のおの照射区 の平 均は3.8～5.1で,対 照区 の平均は4.4ん5.6で 両者 とも大差がな い。
桿長 の場合 と同様 にお のお の個体間 に差があ り,お のおの照射区 の個体 の変異は2～10で,対 照区 の
個 体は3～9を しめ してい る。葉数において も桿長 お よび分藥数 と同様 な傾向がみ られた。 また葉数
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対照 区 とも平均3.Ocm内5.Ocmの 中間 のものが多い。 またおのおの個 体間においては 一様 でな く,
12cm～14cmの 極大 の もの、もあ り,1cm～2cmの 極めて小 さい もの もあ る。'ま た生育 の弱 い もの
は小 葉が多 く,強 い ものには先端部 分Y`大 葉 がつ く傾 向がみ られ る。葉 色は おのおの照射区お よび対
照区 の個体に よってそれぞれ異な り,緑 色,淡 緑色が多 く,つ いで黄緑色,黄 色がやや多 く,黄 褐色は
少い・温室内で蛸 した敵 鰍 が鮮かな緑色砂 く・また切 おのの個体でも潤 歎 より相当
の差があり,ま た新芽は灘緑色,塾 よび白色の輝き,古 葉は濃緑色を呈 して1;・る。茎色は葉亀と同様
に,お のおの個体 によって異な り,緑 色,淡 緑色 が多 く,つ い 雪黄緑色ド黄白色がやや多 ぐ,黄 褐 色
は少 い。 また葉色 の場合 と同様 に苗勢 と関係が深 いよ うで,苗 勢の弱い もの程黄味が強 く,茎 の太 さ
も細 くなる傾 向がみ られ る。全般(イキ)に生育は良好であ るが,、多(ナ)少枯死 レた もの,枯(けへ)死に頻 した もの もあ
らわれ たが,X一 線の直接障 害に よる ものか,生 育状態 に よるかわか らな い(Fig,9参 照)。`
幼苗にX一 線処翠 した1・5kr(B-31),3kr(B-30)お孝び5kr(B-3)区 は個体 敷が 少いカ㍉
種 子 のX一 線処理 と同様 の傾 向がみ られた。 しか し枯死,枯 死に頻 した ものが,X一 線処理区 よりも多
くあ らわれ,こ れは多分X一 線に よる直(り)接障害 か と思われ る。温度処理区 も,種 子 のX一 線 処理 区 とほ
ぼ同:° 」,向 がみ られ,一 般に生育 良好 であ る。その後の生育 につ いては観察 中であ る。
〔b}上 賀茂育種試験地 におけ る生育調査
上賀茂育種 試験地( )におけ るBasnbusaarundinaceaの生省調査 の結果は第6表 に しめす とお りで
あ る。
桿 長につい てみる と,お のお の照射区の全 桿長合計長(15.Ocm～73.Oc血)は対照区(46.7cm～
62.6cm)と 比較 してやや魚 射区め方 が小 さい よ うにみ られた。 しか しお のおの照射 区間あ変異 が大
きく,ま 鯛 駆 ≠りも大}きL・囑 み られた。 ・8k・(B-12)区 は個騰 は少… 弛 蜘 躯 より
も小 さい よ うにみ られ た。 分藁 数は おのおの照謝 区(3～4.8)は 対照区(3.1～3.8)と 比較 して大
差が ない。葉数につい てはおのおの照射区 お よび対照区 とも一様で ない。18kr(B-12)区 は他 の照
射 区 よ・かも分藁 数お よび葉数はやや少い よ うにみ られた。葉長は全 般にレ5.Ocmん 乳Ocmの ものが多
く,小 葉が少 い。 しか し対照区 に細葉が4個 体 出現 した。葉色についてはおのおの照射区は淡緑色 が
多 く,つ いで黄緑,緑 色 で,黄 褐 色,淡 黄 色がわずか であ る。対照区は黄緑が殆 ん どで,つ い で淡緑,
緑色 である。桿 色につ いては,お のおの照射区お よび対照区 とも緑褐が多 く,そ の他緑色,淡 緑色,
黄緑 色および黄褐色がわず かであ る。黄緑 のふ入 りが12kゼ(B-9)区 に1個 体,0.5kr(B-1)区
に1個 体,対 照区 に1個 体 出現 した。 幼苗 に照射 した5kr(B-1)区 お よび1kr(B-2)区も種
子照射 と同様 の傾吻がみ られた。生育状態 については全 般に良好 であ るが,枯 死,枯 死 に頻 した もの
も多 数あ らわれ た。 これ は冬期 間の生育状態 の影響 と思われ るがX～ 線 の直接障 害に よるものかわか
らない。,その後の生育 については観察中 である。
Ic1琉 球大学農家政工学部におけ る生育調査
沖 縄那覇市琉球大学農家政工学部 におけ る βση伽 脇arundinaceaの 生育調査は琉 球大学農家政工
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植付本数に対 し活着率は36%で 低い。 これは気候,環 境 な らびに長距離輸送 の影響,植 付状態Y'よ
った のであろ う。 しか し現在は根茎 よ り芽を出 してい るもの もあ る。桿長 につ いてみる とお のお の照
射区の平均は7.5cm～15cmで 対照区 の平均は2.Ocm～10.5cmで,前者は後者 よ りも大 きい よ うに
み られ た。 また照射区間は一様 でないが,な かで も16kr(B-11)は 他の照射区 よ りもやや小 さい よ
うにみ られた。 これ らはX一 線 の直接影響 に よる ものか,生 育状態 に よるか不 明であ る。その後の生
育 については観察中 であ る。
1960年10月28日 に東京農学大学育種学研究所長近藤典生氏 に依頼 し,静 岡県伊東 に栽植 したが,冬
期 間全 部枯死 した。
IBIモ ウ ソウチ ク種 子 のX線 お よび コル ヒチ ン処理
モ ウ ソウチ クの種子は 開花 したNo.1の タケ より小穂47,710に 対 し完全種子293粒,未 熟種子15粒,
合計308粒,No.2の タケより小穂39,790に 対 し完全種 子240粒,未 熟種子22粒 合計262粒,全 合計570
粒 を得た。 これ らの種 子のX一 線処理は照射後直ちに播種 したが限害 のため発芽は み られ なか った。
コル ヒチソ処置 した種子 の発芽率は0 .2%(24時 問)区 は44%,0.2%(48時間)区 は32%,0.4%
(24時 間)区 は24%,0.4%(48時間)区 は16%で 対照区(48%)に 比べ て低 い よ うにみ られ た。 ま
た処理濃度 につ いては0.4%区 の方が低 く,さ らv処 理時 間は48時 間 区の方が低い よ うにみ られ た。
これ ら発芽生育 した個体Y'つ いて気孔 の大 きさな どを調査 した結果は第8表Y'し めす とお りであ る。
0.2%(24時 間)処 理 区の中でE-44-2(7.2±0.91μ)の個 体は他 処理 区(平 均7.0土0.52μ)の 個
体 よ りもわず かに大 きい よ うにみ られ たが,対 照区(平 均6.6±1.0μ)と 比較 して両 者 と大 差はない・
しか し気孔 の分布数 についてみる と平均E-44-2は15.8で 対照区 の平均19.8よ りも小 さい傾 向が み ら
れ た。気孔 の分布数 お よび形熊 か ら観察 して,倍 数体 の よ うにみ られ たが,さ らに諸形 質な らびY'染
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芽数1佃 体 であ り,そ の後の生育について観 察中であ る。
Icl交 雑試験^
マ ダケの再生竹,タ イ ミンチ ク,ス ズ コナ リヒ.ラ,ヒ メシ1.ケ お よびヤ ダケの間の二 面交配を行
.なった結果は第9表 に しめす とお りであ る。
表 に しめす ごと くおのお の組合せ におけ る交雑結果は殆 ん ど不成功 で,小 花は 発達す るが得 られた
種子は殆 ん ど枇 であ る。 とくに マダケ(再 生竹)の 自殖お よび同系交配を数多 くや ったが種 子が一粒 も














































































所 に開花す るマ ダケ間,さ らに他 の ⑳ッ銑磁 吻3間 との多数交配を試み る必要があ る。 これ ら交雑
のなかで ヒメシマ ダケ(♀)× ヤ ダケ(♂)に おいて,交 配花数30,発 育花数29,着 粒数2粒(内1粒,
しわ)を 得た(Figs,10.11参 照)。 その逆 のヤダケ(♀)× ヒメジマタケ(a)に お いては交配花数
18,発 育花数16,着 粒数1粒(内1粒,し わ)を 得 た。 また ヒメシマタケ(♀)× スズ コナ リヒ ラ(6)
において交配花数9,発 育花数8,着 粒数1粒(や や枇)を 得た。その他 ヒメシマダケ問の同系交配
(2粒),自 殖(2粒),タ イ ミンチ ク間の同系交配(1粒),畠 殖(D,ヤ ダケの同系交配(3
粒),自 殖(1粒)を 得た。得 られ たF1種 子 につい て播種を行な ったが全然発芽はみ られなか った。
D幽 マ ダケ(再 生竹)お よび ヒメシマ タケの花粉母細胞の成 熟分裂
生育場所を異 に した マ ダケの再生竹につい て花粉母細胞 の成熟分裂を調査 した結果,内 川(1933,
'43)お よび上田,吉 川,稲 森(1960)の 報告 と同様に,い ずれ も成熟第一分裂中期核板におい て24個
129
の2価 染 色 体 が 観 察 さ れ た(Fig.12.A,Platel.Figs.1～2参 照)。
130
成 熟第二分 裂におして も正常 に分裂 して両極に向 う29個 の染色体が観察 された。またFig.12{d}の よ
うに第一分裂前,中 期 の側面観の像において染色体は赤道板の中央に一直線上に並ぶのが遅れ,核 板
よ りやや距離 をへだてた7個 の2価 染色体ρ・み られた。 これ らの染色体 の行動,な らびに さらに多 く
の個 体お よび標 本について観察を行ないたい。 ヒメシマ ダケの染色体数については,未 だ報告はみ ら
れ ない。本実 験におけ る ヒメシマダケの花粉 母細胞 の成熟分裂を調査 し1た結果成熟第一分裂中期核板
において24の2価 染 色体が観察 され た(rig.iz,(3))。 しか し極面観の明白 な像は得 られ なか った。
また第一分裂 前中期 の側画観の像におい て赤道板 の中央に一直線上 に並ぶ24個 の2価 染色体が観察 さ
れ た(Fig.12,d)。 また極面において成熟 第二 分裂において も正常 分裂 して,両 極に向 う24個 の染
色体がみ られ た。 さらに今後,ヒ メシマ ダケの染色体について多 くの個体な らびに標本の観察を行 な
いたい(plate1.rigs.3～6参照)。
4考 察
禾穀類 のX一 線処理につ いての研究は今 までに多 くな され ているが,タ ケ類 のX一 線 処理 については
未 だ報告はな されてい ない。 植物 の放射線感受性は本質的に遺伝 子組成に よって決定 され るが,倍
数性や生理状 態に よって も変化す るこ とが知 られ ている。 本実 験に お け る イ γ ド産Bambusa
arundinaceaは6倍 体 といわれ,ま た本邦産 モ ウソウチ クは4倍 体 といわれ てい る。 しか しこれ と
比 較す る2倍 体の存在は不明であ る。Bambusaarundina:eaのX一線感受性の標識 と して種 子の 発
芽率 は18kr,20krYこ 至 って急激に低下 し,28krで 発芽不能を示 してい る。 これは禾穀類 とほぼ同様
の傾 向を しめ している。 しか し発芽 率 と生存 率は殆 ど差が ない。 これは タケは倍数性 と,さ らに地下
茎 に よって旺盛 に繁殖す ることに も関係 してい ると思 われ る。 発芽 後初期生育(地 上部)に おけ る桿
長,分.y.,葉 数につい て調査 した結果,お のお の照射区 は,対 照区 よりもわず かに小 さい傾 向がみ
られ,ま たお のおの照射区間Y`多 少の差が見 られた。 と くに葉色Y`つ い ては種 々な る葉色を呈 して い
る。 また葉形 について小形,縮 葉の もの もみ られ た。 さ らにそ の後,生 育場所を こ とに した桿 長,分
藥 数,葉 数,葉 色お よび茎色等について調査 した結果,お のおの照射区 お よび対照区 な らびにそれぞ
れ の個体について も変異が大 き く,ま たX～ 線照射に よって,対 照区 よ りも,葉 色等 の変異体 の増加
は 見 られ なか った。 これ らのこ とか ら考察す る とX一 線 による直接影響 か,雑 種後代の分離形 質,長
年 月に よるタケ本来 の形 質,さ らに環境お よび生 脊状態に よるものかは,Bambusaarusadinacea
のX一 線の影響 について断定が出来 ない。 この様 に種h雑 多な形 質,性 状が現れてい ることか ら,用
いたBambusaarundinaceaは雑種生成,後 代 におけ る恐 らく分離世 代で なかろ うか と思われ,遺
伝 子の長年 月の分化 と変化に基 因 され た ものであ ろ うと推察 され る。 この ように本実験におけ るX一
線 照射Y`よ る形 質の分離 も複雑 であ り,さ らに今後 ゲ ノムの構成につい ての解 明 も甚 だ困難 な もの と
思 われ る。また母竹お よび多 くの個体につい て,諸 形質,染 色体につ いて調査す る必要があ る。
一般に植物 の種類 に よって,コ ル ヒチ ンに対す る反応度に差異があ り,倍 数性 の誘発 に難易 のある
ことは今 まで多 くの研 究者に よって報告 され てい る。本実験におけ るBambusaarundinaceaおよ
びモ ウソウチ クの コル ヒチン処理 においては,両 者 ともいずれ も倍 数性 誘発に困難であ るよ うに見 ら
れ た。 これ について も倍数性 と,旺 盛な繁殖形態 を呈 しているこ とな どか らみ て,本 実験 で試み た種
子 処理は適 当 でな く,さ らに多数の種子につ いて処理方法を考 えねば な らない と思 う。
マ ダケ(再 生竹)ヒ メシマダケ,ヤ ダケお よびスズ コナ リヒラ間の二 面交配を行な った結果,得 られ た
種 子は殆 ど枇 で,不 稔 を呈 している。 しか しこれ らの交雑のなかでpleioblastus間 お よびPseudosasa
問は他のphyllostachysお よびSinobambusatootsik艮qよ りもやや結実 した種子が得 られ る。 とくに
マ ダケ(再 生竹)に 関 して自殖 お よび同系交配 とも開花場所 の個体 に よってば少 しは,結 実す る もの
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もあ るが殆 ど不稔を呈 してい る。 さ らに生育場所毎 に多数 の交配を試み る必要が ある。い ままでの研
究の結果,雌 性,雄 性器官 ともいずれ もその形態機 能に異常 は認め られな く,酢 酸 カー ミン染色に よ
る花粉稔性 も良好 であ る。 また染色体 の対合 も正常にみ られた。 しか し花粉粒の極端な大小,花 粉核
の異常,巨 大栄養核 の出現,花 紛 の発芽率が低い(上 田.吉 川.稲 森.1959,1960)こ とについて先
に報 告 した。 さらに不稔 の原因 については,花 粉 管の伸長速度,胚 珠不稔 お よび生理的不親和性な ど
に より受精 が行なわれ ないのか,胚 嚢 の生長 あ るいは胚乳 の形成異常 に より胚 の死滅 に よるものか,
また遺伝 的原 因,栄 養的原 因,お よび雑種性 のために生ず る場合 な どのいろいろの要因が考 え られ る。
この不稔性 の機構 につ いての分析は今後 の研究に また なければ な らない。
マ ダケの染 色体数はす でに2n=48,n-24で あ るこ とが報告 され てい る(山 浦1933,内 川1943,'44)
(上 田.吉 川.稲 森1960)。Uchikawa(1943)は第一成熟 分裂の中期核 板に24個 の2価 染 色体を観察
した。 本実験 における生育場所 を異 に したマ ダケ(再 生竹)に ついて も,同 様 な結果 が観察 された。
また第一 分裂前中期側 而観 において核 板にな らぶ のが遅れ た染 色体がみ られ たが,こ れ らの染色体 の
行動 については さらに追及す る必要があ る。
ヒメシマ ダケの染色体数については,ま だ報告はみ られ ない。本実験 について第一分裂 中期 核板 に
24個 の2価 染色体が見 られ たが,さ らに多 くの個 体お よび標 本Y4つ いて検討す る必要があ る。
以上 これ らタケ類におけ る育種 の基 礎研究 とその応 用 として実験を行な ったが,今 後 さらに倍 数性
を もつ タケの有利 な形 質をいか し,南 方地方に産する タケ類 の有利 な特性 を もつ もの と,日 本産のマ
ダケ類 な ど有 用種 との間の交配 に よって,そ れ ぞれ用途に適す る良質 の品種 を作 り出す研 究が必要 で
ある。例xば 現在南方 に産す る タケの うち(1)Bambusaarundinaceaは特 に トゲを もってい るので
それ を除 去す ること(2)さ らにパル プv適 する新 品種 を作 り出す こと(3)Culmの 肉を さらに厚 くす る
こと(4)地下茎の長 さを少 し長 くして伐採 が容 易 となる ようにす るな どの研究 であ る。 また多 くの倍数
体の タケ類お よび2倍 体の タケを発見す ることは,タ ケ起源 の究 明 とな るので将 来6倍 体 と4倍 体 の
タケの混生す るカンボジア,タ イ,台 湾方 面について材料 の採 集を行 ない研究の 発展を期 したい と思
う。
5摘 要
本実験は イン ド産Bambusaarundinaceaの乾燥種 子を用い,突 然変異の誘発,倍 数体の創成,発
芽促進 の 目的 で,X線 処理,コ ル ヒチン処理 お よび温度処理 を行ない,種 子 の発 芽 率,幼 苗 の 初
期生育調査,さ らに生育場所毎 の調査 を行 なった。 またモ ウ ソウチ ク種 子について もBambusa
arundnacea種 子 と同様 の目的 で,X線 処理,コ ルヒチ ン処理 および低温処理を行な った。 またマ ダ
ケ(再 生竹),ヤ ダケ,タ イ ミソチ ク,ヒ メシマ ダケお よびスズ コナ リヒラ間の二 面交配 を行な った。
さらにマ ダケ(再 生竹)お よび ヒメシマダケにつ いて花粉母細胞の成熟分裂を観察 した。そ の結果を
要約す る と次の とお りであ る。'
1)Bambusaarundinaceaの乾燥種 子のX線 照射に よる発芽率は2kr-14krま では線量 の増加に
殆 ど影響 がな く,16krか らは発芽率 が低 くな り,18krで 急激に低下 し,28krで 発芽不能 を示 した。
2)初 期 の生育調査 につ いて,桿 長,葉 数は おのおの照射区の方が,対 照区 よ りもわず かに小 さい
傾向がみ られ た。分藥 数におい て18kr区 は他 の照射区お よび対照区 よ りも少 なか った。生育地毎にお
ける,桿 長,分 藥数,葉 数,葉 色 お よび茎色の調査の結果,お のおの個 体に よってそれぞれ こ とな り,
変異 が大 き く,X線 の直接影響 に よるものか断定出来 ない。
3)Bambusaarundinacea乾燥種子 の コル ヒチン処理 は0.2%(48時 間)区 お よび0.4%(48時 間)
区 とも発芽率 は低 か った。0.4%(48時 間)区 のなかで とくに対 照区 よりも気孔 の大 きい,気 孔の分
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布 数 の 少 な い 形 態 的 に み て 倍 数 体 ら し き1個 体 が 観 察 さ れ た 。
4)Bambusaarundinaceaの 低 温 処 理 し た も の は 対 照 区 よ り も 発 芽 率 は,良 好 で あ っ た 。 低 温
処 理 後 高 温 処 理 した も の は 対 照 区 よ り も 発 芽 率 は 低 か っ た 。
5)モ ウ ソ ウ チ ク種 子 の コ ル ヒ チ ン 処 理 し た,0.2%(24時 間)区 の な か で 対 照 区 よ り も わ ず か に
気 孔 の 大 き い,ま た 気 孔 の 分 布 数 の 少 い1個 体 が 観 察 さ れ た 。
6)モ ウ ソ ウ チ ク種 子 の 低 温 処 理(5°C,100日 間)は 発 芽 は 殆 ど な く,現 在 は.1個 体 が 生 存 し,
生 育 観 察 中 で あ る 。
7)交 雑 試 験 に つ い て は お の お の 組 合 せ と も 得 ら れ た 種 子 は 殆 ど枇 で あ っ た が,こ れ ら の 交 雑 の な
か で,ヒ メ シ マ ダ ケ(♀)× ヤ ダ ケ(ε)で2粒(内1粒,し わ),ヒ メ シ マ ダ ケ(♀)× ス ズ コ ナ
リ ヒ ラ(♂)で1粒(や や 枇)を 得 た 。 そ の 他 ヒ メ シ マ 間 の 同 系 交 配(2粒),自 殖(2粒),タ イ ミ
ン チ 間 の 同 系 交 配(1粒),自 殖(1粒),ヤ ダ ケ の 同 系 交 配(3粒),自 殖(1粒)を 得 た 。 得 られ
たF1種 子 は 発 芽 し な か っ た 。
8)マ ダ ケ(再 生 竹)お よ び ヒ メ マ シ タ ケ の 花 粉 母 細 胞 に お け る 成 熟 分 裂 を 調 査 し た 結 果 い ず れ も
中 期 核 板 に24個 の2価 染 色 体 を 観 察 した 。 第 二 分 裂 も異 常 は な か っ た 。
本 研 究 に さ い し て 栽 植 管 理,生 育 調 査 な どに つ い て 琉 球 大 学 農 家 政 工 学 部 大 山 保 表 教 授,鹿 児 島 市
立 工 芸 研 究 所 浜 田 甫 氏 な ら び に 東 京 農 業 大 学 査 種 研 究 所 長 近 藤 典 生 博 士 ら の 協 力 に 対 し 潔 甚 の 謝 意 を
表 す る 。 ま た 標 本 作 製 な どに 協 力 し て い た だ い た 菊 地 次 雄 氏 に 厚.く 御 礼 申 し 上 げ る 。
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                             Summary 
  With the purpose of making a basic study of the breeding of bamboo and of considering 
the application of the results of the study, investigations were conducted in the present 
experiments in respect to Bambusa arundinacea indigenous to India, and Ph.  reticulata 
(Regeneration bamboo) and four genera and six other species indigenous to Japan. 
  Dry seeds of  Bamdusa arundinacea were irradiated by X-ray for inducing gene mutation 
and were treated with  colchicine for making poliploids and also were treated by  Tow 
temperature for promoting germination and raising germination rate, and some of them 
were treated high temperature after  Iow temperature treatment. Conditions of growth at 
the initial stage and different places were investigationed. X-ray irradiation,  colchicine 
treatment, and  Tow temperature treatment were also given to the seeds of Ph. edulis for 
the same purpose. Crossing experiments were also performed on dial crosses between the 
Ph. reticulata(Madake, regeneration bamboo)and three genera and four species of bamboo, 
in the Experimental Forest Station of kyoto University. Furthermore, observations were 
made on the meiotic division of pollen mother cells in respect of Ph. reticulata (Madake, 
regeneration bamboo) and  Pl. angustifolius. The results of the experiments are summarized 
as  follows  : 
  1. The following five genera and seven species were used for the present experimnt; 
 Bambusa arundinacea,  Phyllostachys reticulata C,  Koch  : (Madake, regeneration bamboo), 
Phyllostachys edulis Riv. (Moso-chiku), Pleioblastus angustifolius Nakai; (Himeshima-dake), 
Pleioblastus  giamineus Nakai; (Taimin-chiku), Pseudosasa japonica Nakai; (Yada-ke), and 
Sinobambusa tootsik MAK. f. albo-striata Muroi; (Suzukonarihira). 
 2. The results of X-rays irradiation on dry seeds of Bamdusa arundinacea turned out to 
be as follows: although there was not much variation in germination percentage from 2Kr 
to  14Kr, the percentage began to fall from  16Kr onward, and showing a sharp decline 
at  18Kr, germination came to a total stop at 28Kr. For the number of tillers in each 
irradiation section, the average number in  18Kr section was found to be fewer in 
comparison with other irradiation section or the control. Nor much difference was seen 
among all the irradiation sections as to the length of culms and the number of leaves, 
but an  inclination was observed that the number of leaves was slightly fewer and length of 
culms shoter in all the irradiation sections as compared with the control. The growth at the 
initial stage at different places showed a wide variation in each character both in the 
irradiation sections and in the control. These characters also vary markedly according 
to each individual. It is not clear whether this is due to indirect effect of X-ray irradiation 
or not. 
  3. In the colchicine treatment of dry seeds of Bambusa arudinacea, the  germination 
percentage was found to be extremely low when the seeds had been soaked for 48 hours 
both in the cases of  O. 2% and  0.4% solution. An individual was found in the  0.4% 
colchicine treatment, however, that seemed to be a polyploid with larger stomata and a 
smaller number of stomata than the control.
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   4. Germination percentage was found slightly better when seeds were subjected to 
low temperature treatment than the control. 
  5.  Those that had undergone high temperature treatment after low temperature 
treatment showed lower germination percentages than the control. 
  6.  In the  colchicine treatment of seeds of Ph. edulis,  the germination percentage was 
found to be low when the seeds had been soaked for  0.  4% solution both when 24 hours 
 and 48 hours. 
 7.  In the low temperature treatment of seeds of Ph. edulis, germination was found to 
be extremely low due when the seeds had been treated for 100 days. At present only 
 one plant is alive. 
  8. In the diallel  crossing among Ph.  reticulata (Madake, regeneration bamboo),  Pl. 
angustifolius,  Pl.  gramineus, Ps.  japonica and Si. tootsik f.  albo-striata, seeds obtained were 
mostly shrivelled. Among the crossings, however, two set seeds (seed F1) were obtaind 
froth the mating between  Pl. angustifolius (Himeshima-dake) and Ps. japonica (Ya-dake), 
 and one set seed from the mating  between  Pl. angustifolius (H imeshima-dake)  and Si. 
 tootsik f.  clbo-striata (Suzukonarihira), and also two set seeds from the inbreeding of  Pl. 
 angustifolius (Himeshima-dake)  and two set  selfings, one set seed from the inbreeding 
of  Pl. gramineus (Taimin-chiku) andone set seed selfing,  and three set seeds from 
the inbreeding of Ps. japonica (Ya-dake)  and  one set seed  selfing were obtained. 
 9. As the result of observation on the maturation  division of pollen mother cell Swith 
the  Ph. reticulata (Madake, regeneration bamboo) and  Pl. angustifolius (Himeshima-dake), 
24  bivalent chromosomes were found in the polar view  and side view of the metaphase 
of the meiotic division.

